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１．教育実習の意義 

 

   教育実習は将来教師を目指している学生が講義等で学んだ諸々の教育理論を体験的・実践的に検証，確認 

することを通して，生徒理解及び授業づくり，教職等について学ぶ唯一の機会と言えます。教職の場合は， 

他の多くの職業と異なり，採用後直ちに教壇に立ち，学校・保護者・地域・社会に対しても，教師としての 

責任を負わけなければなりません。このように考えると，教育実習は，皆さん一人一人が「学生」ではなく，

「先生」として見られ，自覚と責任のある行動が求められる欠くことのできない重要なものであることが分か 

ります。また，教育実習を通して，教育者となるための資質や能力，適性が備わっているかを判断したり， 

教職を志望していく上での課題をつかんだりすることがきわめて重要となります。 

  

２．教育実習の目的 

 

(1) 生徒の実態を把握し，教育活動についての理解を深める。 

 (2) 教育環境・教育活動全般にわたる認識を深める。 

 (3) 教員として生徒を指導するのに必要な専門的な技術を習得する。 

(4) 教育実習における様々な課題に対して，積極的に解決しようとする態度を身に付ける。 

 (5) 教育者としての愛情を深め使命感を持ち，教員としての資質・能力や適性について自覚する。 

 

３．教育実習の単位と授業実習時間 

 

  教育実習（公立等）の期間は，４単位の場合は３週間から４週間，２単位の場合は２週間とする。 

  授業実習は，４単位の場合は10時間以上，２単位の場合は５時間以上行うことを原則とする。ただし，実 

習校に規定がある場合や諸事情がある場合はそれに従うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位数 ４単位 ２単位 

期 間 ３週間～４週間 ２週間 

授業実習 １０時間以上 ５時間以上 
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４．教育実習にあたっての心得 

教育実習は，「教職に就くことを強く志望する者」にのみ参加の機会を与えられた特殊できわめて重要な 

実習科目です。無資格でありながら授業を担当する機会が与えられ，専門職と同等の経験ができるという特 

徴があります。半面，その対象は日々成長，発達をとげつつある生徒ですから，甘えや怠慢は許されません。 

観察，参加および授業実習を通じて，教育の理論と実践の基礎的能力を養い，教育実践力を身に付けていく 

意識を持って参加してください。 

実習生は，以下のことをしっかり守って教育実習に臨むことが大切です。なお，教育実習の指導は，大学 

側の教員と実習校の教員が協力して担当することになっていますが，実際には実習校の校長，教頭，教務主 

任と担当教諭が主にこの指導にあたっています。従って，実習校における勤務及び行動は，実習校の方針や 

指示に従うことが重要です。また，教育実習の前後及び期間中は，授業の準備や振り返りに多くの時間を要

するので，実習に専念できる環境を常に整えておくことが大切です。 

 

 (1) 教育実習に参加できる学生は，これまでに麻疹予防ワクチンの接種歴が（１歳以上で）２回以上あるこ

と，麻疹の罹患歴があること，又は「麻疹抗体価検査」による検査結果が陽性であることのいずれかを，

記録で確認できる者を原則とする。 

(2) 風疹，水痘，おたふくかぜの予防ワクチン接種を，これまでに２回以上受け，その抗体ができているこ 

とが望ましい。 

(3) 実習期間中は、生徒にとって実習生も教師である。教師としての責任と自覚を持った行動をする。 

(4) 実習校の服務規程に従い、積極的な態度で教育実習にあたる。 

(5) 言葉づかい・服装容儀・挙動に注意し、実習学校教職員にはもちろん、生徒・保護者に対しても気持ち

よいあいさつをする。 

(6) 実習期間中に知り得た個人情報は、絶対に外部の者に漏らさないこと。また、実習に関する内容はＳＮ

Ｓで情報発信してはならない（匿名、加工済画像、限定公開も不可）。実習後も、これらの守秘義務を守る。 

(7) 様々な教育活動等には、時間に余裕を持って臨み、遅れることがないようにする（時間厳守）。 

(8) 見通しのある計画を持って、参加・観察・授業実習に心がける。 

(9) 教材研究を深め、学習指導計画案を作成し、指定された日の前日までに担当教諭に提出する。 

(10) 担当教諭をはじめ他の先生方に対して、積極的に指導助言を請うようにし、その指導助言に対しては、 
どんな些細なことでも素直に受け止め、改善に努める。 

(11) 日々の実習について振り返り、その日のうちに教育実習記録簿に記し、担当教諭の押印をもらうこと。 
(12) 生徒に対する指導においては、次の点に配慮する。 

① 生徒の気持ちに寄り添い、生徒とのふれ合いをできるだけ多く持つように心がける。 
② 指導にあたっては、公平で親しみのある態度で接し、努めて生徒と関わり合う機会を多く持つよう 
にする。ただし、１対１での指導や度を越えたスキンシップについては行わないこと。 

③ 生徒の安全の確保や健康状態に、常に配慮し、必要に応じて担当教諭や養護教諭に連絡・相談・報 

告する。 

④ 生徒に対して絶対に体罰・ハラスメントを行ってはならない。 

   ⑤ 教育実習の期間中、実習終了後においても、附属学校の担当教諭の承認なしに生徒を校外に引率し 
てはならない。登下校や休日に会うこともしてはならない。 

  ⑥ 生徒とＳＮＳ（ライン等）やメール、通話での情報のやり取りをしてはならない。 
  ⑦ 生徒の前で実習校の教職員や保護者、大学教員の批判をしてはならない。 
(13) 実習期間中は、実習先の教職員とアルコールを伴う飲食をしてはならない。 
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５．教育実習直前の実習校との事前の打ち合わせ 

  実習直前の打ち合わせで大切なことは，自分にとって必要な情報をきちんと確認することです。 

 

(1) ホームページ等で実習校に関する情報収集を行い把握しておく。 

(2) 学校を訪問する際は、正装（リクルートスーツ）または白のワイシャツにネクタイ，白のブラウスに名

札（大学指定）を着用する。 

(3) 自己紹介においては，教員志望であることをきちんと伝える。曖昧な動機で教育実習をされては，生徒 

及び学校にとっては大変迷惑なこととなる。教育実習を断られる場合もある。 

(4) 配属学年，使用教科書，実習で担当する単元の確認をする。 

(5) 出勤簿の場所，日課表及び週時程表の確認をする。 

(6) 通勤に関して自家用車使用が可能かどうかを確認する（駐車場が確保できない学校もあるため）。 

(7) 昼食は弁当持参なのか給食なのかを確認する。 

 (8) 欠勤，遅刻，早退の場合の連絡・手続き方法について確認する。 

 

６．教育実習生の服装・身なり 

(1) 県内における教育実習中の服装は，TPO に応じて下記の①，②を基本とする。 
  ① 実習校への挨拶（実習前・後），生徒及び職員との初顔合わせ，研究授業において 
    → 正装（リクルートスーツ）または白のワイシャツにネクタイ，白のブラウス 
  ② 通勤時，観察実習，参加実習，授業実習等において 
    → 白のワイシャツにノーネクタイ，白のブラウス 
(2) 県外における教育実習中の服装は，正装を基本とする。また，服装については，実習校に確認する。 

(3) 教育実習中は，常時名札をつけること。名札の様式は，教職センターのＨＰからダウンロードする。 
名札（両面記入）の長さは，ワイシャツの第三ボタンの位置に調整する。 

(4) 身なりは，華美にならず，清潔，清楚を心がける。 

 

 名札について 

＜見本＞   
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

     ※「琉球大学教職センター」HPから様式をダウンロードできる。 

教教  育育  実実  習習  生生  

  
琉琉  球球  大大  学学  ○○  ○○  学学  部部  

教教科科名名    理理  科科  
  
    りゅうきゅう        たろう 

琉琉  球球  太太  郎郎  

 
学名：１５ポイント程度 
 
科名：１５ポイント程度 
 
ふりがな：１２ポイント程度 
 
氏名：２８ポイント程度 
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７．教育実習生の勤務  

   実習期間中の勤務態度は，教育実習を行う上で最も基本的なものです。また，実習校から一番評価を受け 
やすいという側面ももっていますので，下記の事項に留意して臨みましょう。 
 

(1) 実習生は，学校長をはじめとする実習校教員の指導の下で実習にあたること。 
(2) 勤務時間は実習校の教員に準ずるものとし，できるだけ 30 分前までに出勤すること。 
(3) 勤務時間は原則，中学校が 8 時 15 分～16 時 45 分， 

           高 校が 8 時 30 分～17 時 00 分 
  となっているが，各自で事前に実習校の勤務時間を確認しておくこと。 
(4) 出勤したら，必ず出勤簿に押印すること。 

(5) 勤務時間内にやむを得ず校外に出る場合は，必ず担当教諭および教頭の許可を得ること。 

(6) 勤務を終えたら，担当教諭及び職員室にいる教員にひと声掛けて帰宅すること。 

(7) 原則として遅刻，早退，欠勤は認めない。しかし病気または事故等，やむを得ない理由で欠勤や遅刻，

早退をする場合は必ず下記の手続きを行うこと。 

① 欠勤  始業30分前までには電話で連絡し，後日，欠勤届を担当教諭へ提出する。 

② 遅刻  遅刻した時には，速やかに遅刻届を担当教諭へ提出する。 

      出勤途中にもし遅刻しそうになったら電話で「遅れること」を連絡する。 

③ 早退  早退前に担当教諭または教頭の許可を得て，同時に早退届を提出する。 

(8) 欠勤・遅刻または早退により，実習の時数及び日数が不足する場合には，補講等により所定の教育実習 

時間または日数を確保すること。ただし補講については，Ｐ１の「３．教育実習の単位と授業実数時間」

に従い実習校と調整して実施すること。補講を実施する場合、大学側の担当教員へ報告も行うこと。 

(9) 学校感染症及び３親等内の忌引き以外の欠勤が３日以上となり、補講の対応が困難であると実習校が判

断した場合には，教育実習は中断となるので留意すること。 

(10) ３親等以内の忌引きの場合の勤務については，担当教諭を通して教頭と調整し対応すること。 
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提出日：○○  年  月  日（  ） 

 

教育実習 欠勤・遅刻・早退届 

 

実習校担当教諭          先生 

 

 

        学部          学科 教科名             

 

  氏 名            印  学籍番号           年次 

 

連絡先（携帯電話番号）                         

 

メールアドレス                             

 

  

 

１ 講 義 科 目     教育実習 

 

２ 欠勤の期間    （自）○○  年  月  日（  ） 

         （至）○○  年  月  日（  ） 

 

遅刻・早退の日時 （自）○○  年  月  日（  ） 

時  分（遅刻入室・早退） 

 

３ 理由（詳細、かつ具体的に書くこと） 

 

 

 

 

 

 

４ 提 出 先 

○ この届は，理由を明記して実習校の担当教諭，または教頭に提出すること。 

 

※「教育実習の手引き」P４「７．教育実習生の勤務」に従うこと。 

 

 

下記の通り，提出いたします 
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８．学校の組織運営（校務分掌組織図） 

 

  学校の教育課程は学校長の指導監督の下に学級（ＨＲ），学年会，生徒指導委員会，教科会，各種委員会活 

動などの校務分掌を基に運営されています。実際にはここで表記できない様々な校務分掌があり，それらが 

機能的に連携し運営されていることを実習校の校務分掌組織図を見ながら理解するようにしましょう。 

 

<<中中学学校校のの例例>> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

<<高高校校のの例例>> 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校 長 

企画委員会 

各種委員会 
① 生徒指導委員会 
② 学力向上推進委員会 
③ 教育相談・特別支援委員会 
④ 情報推進委員会 
⑤ いじめ防止推進委員会 
⑥ 学校保健委員会 

職員会議 

学 年 会 教科部会 

教 頭 

学  級 

校 長 

運営委員会 

各種委員会 

職員会議 

学年会 教科会 

教 頭 事務長 

各部会 事務部 
①教務部 

②進路指導部 

③生徒指導部 

④環境保健部 

⑥図書視聴覚部 

⑦情報システム部 

①教育課程委員会 

②いじめ防止対策委員会 

③ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ・特別支援教育委員会 

④中途退学対策委員会 

⑤生徒指導委員会 

⑥生徒派遣委員会 

⑦キャリア教育推進委員会 
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９．教科指導 

  教育実習においては，教科指導についての取組が最も重要になります。「主体的・対話的で深い学び」の  
 実現を目指し，教材研究を深め，学習評価を工夫した授業構成を考えていきましょう。 

 

(1) 一人一人の生徒が楽しいと感じるような授業  

  ① 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業を目指す 

    下記の３つの学びを意識した授業改善に努める。 

   ア 【主体的な学び】 

     学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら，見通しを持って粘 

り強く取組み，自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」が実現できているか。 

   イ 【対話的な学び】 

     生徒同士の協働，教員や地域の人との対話，先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，自ら 

の考えを広げ深める「対話的な学び」が実現できているか。 

   ウ 【深い学び】 

     習得・活用・探究の見通しの中で，教科等の特質に応じて育まれる見方・考え方を働かせて思考・ 

判断・表現し，学習内容の深い理解や資質・能力の育成，学習への動機付け等につながる「深い学び」 

が実現できているか。 

    （参考：中央教育審議会教育課程部会高等学校部会，2016，「学習指導要領改訂の動向について」より） 

  ② 学び合う場を設定する 

    授業のよさは，一人一人の学びを交流し合い，深め合うところにある。授業のなかで学び合う場を意 

図的・計画的に設定し，学び合いを行わせることが求められている。その活動を通して，授業（本時） 

の目標を達成することが重要になる。 

 

(2)  教材研究の方法 

① 教科内容について理解を深める 

    教科指導に当たっては，まず，教師自身が教科内容そのものについての幅広い知識を持ち，理解を深 

めておく必要がある。 

  ② 教材のねらいを明らかにする 

    教材内容を分析・検討し，単元全体をつらぬく中心的なねらいと生徒に身に付けさせたい力を明確に

する。また，それが教科目標や学習目標とどのように関連していくのかを明らかにする。 

  ③ 生徒の実態を把握する 

    授業を行うにあたって、生徒一人一人はもちろん、学級によってもその実態は異なる。単元、本時を

学ぶにあたって生徒のレディネス（興味･関心や意欲、教材に対する知識･技能､能力、学習上の課題､配

慮事項等）についてしっかり把握し、実態に即した授業計画を立てることが重要である。 

  ④ 指導計画を立てる 

   ア 指導の方法と順序を考える。 

イ １単位時間ごとの目標（本時のねらい）と学習内容を決める。 

ウ その目標や内容に応じて，授業の組み立てや学習形態，発問・助言・指示・資料や教材・教具， 

ＩＣＴの活用，板書計画，ノート指導など，様々な指導の方法を考える。 

 指導方法の工夫として，次のことを考慮する。 

・教師の指導と生徒の自主的な学習活動を適切に組み合わせ，体験的な学習活動を取り入れること 
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・ティーム・ティーチングなどの協力的な指導を取り入れること。 

(3) 学習評価  （文部科学省，2017，「中学校学習指導要領解説総則編」より） 

① 評価の目的 

    学習評価は，学校における教育活動に関し，生徒の学習状況を評価するものである。「生徒にどのよう 

な力が身に付いたか」という学習の成果を的確に捉え，教師の指導の改善を図ると共に，生徒自身が自 

らの学習を振り返って次の学習に向かうことが重要である。 

② 実際の評価 

    実際の評価においては，各教科等の目標の実現に向けた学習の状況を把握するために，指導内容や生 

徒の特性に応じて，単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫し， 

学習の過程の適切な場面で評価を行う必要がある。その際には，学習の成果だけでなく，学習の過程を 

一層重視することが大切である。特に，他者との比較ではなく生徒一人一人のもつよい点や可能性など 

の多様な側面，進歩の様子などを把握し，学年や学期にわたって生徒がどれだけ成長したかという視点 

を大切にすることも重要である。 

③ 評価の主体と対象 

    評価は教師による評価とともに，生徒による相互評価や自己評価等がある。相互評価や自己評価は， 

生徒自身の学習の向上にもつながることから重視する必要がある。また，学習評価を行っていくために 

は，論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作等といった多様な活動を評価の対 

象とし，ペーパーテストの結果にとどまらない，多面的・多角的な評価を行っていくことが必要である。 

 

10．教育実習中の心身の健康管理 

 
教育実習は，限定された期間に集中して行われるので，各自の心身の健康管理には，普段より一層気をつ

ける必要があります。 
 

(1) 食事・睡眠時間の確保など，規則正しい生活を心がける。 

(2) 教育実習の前後及び期間中は，授業の準備や振り返りに多くの時間を要するので，実習に専念できる環

境を常に整えておく。 

(3) 実習中に困ったこと，不安なことが生じたら，実習校の担当教諭や学部の教育実習委員，ゼミの指導教

員，年次指導教員あるいは教職センター教員などに気軽に相談をする。 

(4) 感染症（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ等）への対応については，次の通りとする。 
  ① 感染症の疑いがあるときは，直ちに学校に連絡し速やかに医療機関で受診する。 

  ② 診断結果が判明するまでは，自宅待機とし，外出はしない（実習校へは絶対に出勤しない）。 

  ③ 診断の結果，感染している場合には，自宅待機を継続し，治療に専念する。完治した後，速やかに出

勤し実習を再開する。 

  ④ インフルエンザについては，P11 の「インフルエンザ出勤停止期間早見表」を参照して，出勤可能日

を確認し，P10の「インフルエンザ回復届出書」を欠勤届出等と併せて実習校の担当教諭へ提出する。 

  ⑤ 新型コロナウイルス感染症については、学部等から発出される対応に関する通知をその都度確認して、

指示に従って行動する。※新型コロナウイルスやインフルエンザ以外（麻疹，風疹，水痘，おたふくか

ぜ等）の感染症については病院からの完治証明書を添付する。 
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11．教育実習中の危機管理 

 
教育実習中は，心身の健康管理以外にも下記の危機管理に適切な対応をしましょう。 

 

(1) 交通事故に対する対応 

① 教育実習期間中の出退勤の際，交通事故に遭った場合には，速やかに実習校へ連絡し，その後の対応 

については学校の指示に従うこと。後日，実習校へ欠勤・遅刻届を提出すること。 

  ② 人身事故の場合には，対応後，速やかに学部事務の学務係へも報告をすること。 

 

(2) 台風等の自然災害に対する対応 

① 台風の際，生徒は休校となるが学校職員は必ずしも休みとはならないので，出勤前に暴風警報が発令

されていても次のことを確認し対応すること。 
   ・暴風警報が発令されていて，バスの運行が停止している場合は，業務停止となる（休み）。 
   ・暴風警報が発令されていても，バスが運行しているときは，原則勤務となるが，実習校の教頭または

担当教諭に連絡を取り確認する。 
   ※事前に，台風の場合の勤務の取り扱い（業務停止や業務再開）については，必ず確認をしておくこと。 

  ② 地震等その他の自然災害については，実習校へ連絡し対応を確認すること。ただし，実習校と連絡が

取れない場合は，大学の教育実習委員またはゼミの指導教員，あるいは年次指導教員のいずれかに連絡

を取り対応を確認すること。 
 
 (3) 実習を続けていくことに不安を感じた場合 

直ちに実習校へ体調不良のため欠勤する旨を伝え，次の手順に従って行動する。 
① 学部の教育実習委員及びゼミ等の指導教員，年次指導教員あるいは教職センター教員のいずれかに連 

絡し，詳しく内容を伝え相談すること。 

② ①の相談の結果，必要があれば，大学の他教員や保健管理センター，またはその他の機関に相談する 

こと。 

※ 誰にも連絡せず，黙って実習を欠勤する事がないようにする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育実習委員の連絡先 （                   ） 
 
ゼミの指導教員の連絡先（                   ） 
 
年次指導教員の連絡先 （                   ） 
 
学部の学務係の連絡先 （                   ） 
 
琉球大学教職センター    ０９８－８９５－８３１２ 
（教育学部教職係経由） 
琉球大学保健管理センター  ０９８－８９５－８１４４ 
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                           学 校 
校 長          殿 
 

インフルエンザおよび新型コロナ回復届出書 
 
１．発症した日    令和  年  月  日（  ） 
 
２．受診について 
 (1) 受診した日    令和  年  月  日（  ） 
 (2) 医療機関名 （                       ） 
 
３．診断結果  インフルエンザA 型 ・ インフルエンザB 型 ・ 新型コロナ 
 
４. 解熱した日       令和  年  月  日（  ） 
 
５．《出席停止期間中の体温測定結果》 
 
            最低限の出席停止期間 

 発症日 
(０日目） 

発症後 
１日目 

発症後 
２日目 

発症後 
３日目 

発症後 
４日目 

発症後 
５日目 

発症後 
６日目 

発症後 
７日目 

月日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 
朝（ 時） ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ 
夕（ 時） ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ ℃ 

【インフルエンザの場合】発発症症後後５５日日をを経経過過しし，，かかつつ，，解解熱熱後後２２日日をを経経過過 
【新型コロナの場合】  発発症症後後５５日日をを経経過過しし，，かかつつ，，症症状状がが軽軽快快ししたた後後１１日日をを経経過過 
            し、体調が回復したことを報告いたします。 
 

令和  年  月   日 
 

教育実習生氏名                       印 

 

 

 
 
 
 

 

《お願い》 
＊インフルエンザの出席停止期間は「発症後５日を経過かつ解熱後２日経過するまで」，新型コロナの出席

停止期間は「発症後５日を経過しかつ症状が軽快した後１日を経過するまで」となっています。その期

間は自宅で休養してください。 
＊発症日は発熱した日とすることが多いですが，発熱以前に咳やのどの痛みなどの風邪症状が出ていた場

合はかかりつけ医と相談してください。また，無症状の新型コロナ感染については検査日を発症日とし

ます。 
＊出席停止期間を経過しても体調がすぐれない場合は，出勤・受講等の再開を控えてください。 
＊回復届は実習校担当教諭へ提出してください。 
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＊ 発症後３日目までに解熱したら，発症後６日目には出勤・受講が可能になります。 

発症後４日目以降に解熱した場合は，解熱した日を０日目として，２日経ったあとに出勤・受講が可能になります。 

 

 

＊ 発症後４日目までに症状軽快したら，発症後６日目には出勤・受講が可能になります。 

発症後５日目以降に症状軽快した場合は，症状軽快した日を０日目として，１日経ったあとに出勤・受講が可能になり

ます。

インフルエンザ出勤停止早見表 

新型コロナ出勤停止早見表 

発熱
期間

発症日
０日目

発症後
１日目

発症後
２日目

発症後
３日目

発症後
４日目

発発症症後後
５５日日目目

発症後
６日目

発症後
７日目

発症後
８日目

発症後
９日目

１日 解熱 解熱 解熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

２日 発熱 発熱 解熱 解熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

３日 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

４日 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

５日 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

６日 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

発熱 解熱

発熱
期間

発症日
０日目

発症後
１日目

発症後
２日目

発症後
３日目

発症後
４日目

発発症症後後
５５日日目目

発症後
６日目

発症後
７日目

発症後
８日目

発症後
９日目

１日 解熱 解熱 解熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

２日 発熱 発熱 解熱 解熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

３日 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

４日 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

５日 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

６日 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

７日 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 発熱 解熱 解熱
登登校校
可可能能

発熱 症状軽快
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学学校校保保健健安安全全法法施施行行規規則則にに定定めめらられれたた学学校校感感染染症症一一覧覧  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【参考】琉球大学保健管理センターHP「学校感染症一覧」 

  

  

 感染症 出席停止期間の基準 特徴 

第 

一 

種 

エボラ熱、ペスト 

などの指定感染症 
治癒するまで 

発症はまれだが 

重大な感染症 

第 

二 

種 

インフルエンザ 
発症後５日を経過し、かつ解熱後

２日を経過するまで 

※
症
状
に
よ
り
学
校
医
そ
の
他
の
医
師
に
お
い
て
伝
染
の
恐
れ
な
し
と
認
め

た
時
は
そ
の
限
り
で
な
い 

飛沫・接触感染し 

流行拡大の恐れが 

ある感染症 

 

新型コロナウイル

ス感染症 

発症後５日を経過し、かつ症状軽

快後１日を経過するまで 

百日咳 

特有の咳が消失するまで 

または５日間の適正な抗菌剤に

よる治療が終了するまで 

麻疹 

（はしか） 
解熱したあと３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎 

（おたふくかぜ） 

耳下腺の腫脹（腫れ） が発現した

後５日を経過し、全身状態が良好

になるまで 

風疹 

（３日はしか） 
発疹が消失するまで 

水痘 

（水ぼうそう） 

すべての発疹が痂皮（かさぶた）

化するまで 

咽頭結膜熱 

（プール熱） 

主症状が消退した後２日を経過す

るまで 

結核 病状により学校医その他の医師において

感染の恐れがないと認められるまで 髄膜炎菌性髄膜炎 

第 

三 

種 

流行性角結膜炎、

腸管出血性大腸菌

感染症（O-157）、

細菌性赤痢、溶連

菌感染症、感染性

胃腸炎など 

病状により学校医その他の医師において伝

染の恐れがないと認めるまで 

放置すれば流行 

拡大する可能性の 

ある感染症 
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12．教育実習の中断における対応 

実習を続けていくことが困難で中断に至った場合は，速やかに実習校へ辞退の連絡を行い，所定の

手続きを行って下さい。具体的には以下の手順に従って下さい。 

 

(1) 実習校の教頭へ教育実習辞退の意思を伝える。その際，直接口頭で伝えることが望ましいが，実 
習校へ赴く事が困難な場合は必ず電話で連絡する。併せて，辞退届の提出は，後日，持参または郵 
送する旨を伝える。 

(2) 実習校へ辞退の連絡を行った後，速やかに学部の教育実習委員にも辞退の連絡を行う。 

(3) 学部事務室の学務係へ申し出て，所定の手続きを行う。 

(4) 手続きが完了したら，速やかに実習校へ辞退届を提出する（持参または郵送）。 

 

13．教育実習後の対応 

(1) 教育実習終了後 1 週間以内に，実習校の校長，担当教諭，生徒に対してお礼状を出すこと。 
(2) 教育実習終了後，速やかに学部の学務，実習担当教員，ゼミ担当教員，年次指導教員に実習終了 
の報告を行うこと。 
 

14．生徒理解 

短期間の教育実習を充実したものにするためには，その期間でどれだけ生徒理解を深め，生徒との

信頼関係を築くことができるかが重要です。成功体験を語るよりも，失敗体験をどのように克服した

のか，あるいはなぜ克服できなかったのかを具体的に語る方が，実習生に対して生徒は，親近感を覚

えます。 

 

(1) 授業を受け持つクラス全員の生徒の氏名をできるだけ覚えること。 

(2) 休み時間，昼食時間，清掃時間，放課後等において，積極的に生徒に話しかけること。 

(3) 学級担任（ホームルーム担任）をはじめ，教育相談担当，養護教諭，生徒指導主事，スクールカ 

ウンセラー，スクールソーシャルワーカー等から生徒との関わり方や生徒指導のあり方等の話を聞 
くように心がけること。 

 

15．教育実習の形態 

   観察実習，参加実習，授業実習には，積極的に取り組みましょう。 

 

(1) 観察実習  

   観察実習は，実習校の先生方の様々な教育活動を参観しながら，授業の進め方，板書の仕方，

生徒に対する発問の仕方，授業における生徒と教師の双方向のコミュニケーションのあり方，授
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業における生徒の様子，学校生活の様子，学習環境等の観察をとおして，生徒理解や授業実践力

を高めることを目的としています。多くの教師の授業を積極的に観察しましょう。 

 

 (2) 参加実習  

参加実習は，教科担任や学級担任，部活動顧問の指導のもとで，実際の様々な教育活動に参加

したり手伝ったりしながら教師の仕事の内容を体験的に学び，生徒理解や授業実践力を高めるこ

とを目的としています。体験に勝るものはありません。積極的に参加しましょう。 

 

 (3) 授業実習  

   授業実習は，観察実習や参加実習の経験などを活かして作成した学習指導案を基に，実際に実 

習生が自ら担当教諭の指導の下で，教科指導（道徳を含む），特別活動等の授業を行うことを目的 

としています。授業を行うに当たっては，綿密に教材研究を行い，学習指導案を作成し，生徒一 

人一人の実態に沿った教材・教具及び発問等を工夫することが大切です。その際に，「わかる，で 

きる，楽しい」と感じるような授業を目指すことが重要です。 

    実習生がよく「今日の授業は失敗だった」と言う場合があります。失敗ではなく「今日の授業 

はうまくいかなかった。うまくいかなかったところを改善さえすればいい」とリフレーミングす 

るようにしましょう。 

 

16．観察実習の視点 

        実際に授業を観察するときは，観察者として何をどのように参観すればよいのかを事前に明ら 
かにすることが重要です。下記の視点を参考に観察を行うことによって，授業実習をよりスムー 
ズに行うことができます。 
 
(1) 教員の働きかけ 

① どのようにして生徒の学習意欲を喚起しているか。 

② どのようにして生徒の思考を引き出し，授業に取り入れているか。 

③ どのようなタイミングで机間指導を行っているのか。 

④ 視線，声の大きさや抑揚等はどのようになされているか。 

 

(2) 生徒の観察 

① どのような場面において生徒は，積極的に授業に参加しているか。 

② 授業に参加していない生徒は，どのような特徴が観られるか。 

※その際，生徒の気持ちを共感的に理解することが大切である。 

 

(3) 板書 

① 生徒の理解につながる板書の工夫が行われているか。 

  ② 生徒の思考に沿った板書の工夫が行われているか。 
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(4) 時間配分 

導入，展開，まとめの一連の授業の流れにおける時間配分はどうなっているか。 

※それを参考にして，指導案作成に活かすことが大切である。 

 

(5) 教材・教具 

生徒の学習意欲を高めるために，どのように教材・教具を工夫しているか。 

※※  観察実習の記録について  

観察実習後，すぐに，記録に取った授業の様子（授業者の発問や指示，生徒の反応，板書内容，

時間配分等）をまとめることが大切です。そして，授業者にお礼を述べるようにし，その際に感想

や疑問点があれば，教えを請うようにしましょう。 

    

17．授業設計の基本    

生徒一人一人が，「今日の授業は楽しかった」と感じるような授業設計を行うことが最も大切です。 

その様な授業では生徒が，自分なりに「わかった」「できた」と感じるような授業の工夫がなされて 

います。生徒一人一人の実態に寄り添った授業を行うように心がけることが大切です。 

 

(1) 授業設計のポイント 

        授業の設計にあたっては，次のようなことを考えることが大切です。 

①  本時の指導目標を明らかにし，何を理解させ，何ができるようになればいいのか，どのよ 

うな力を育てようとしているのかを具体的に示すこと。 

② 本時の授業において，どのような評価規準を作成すればよいか。  

③ 生徒に課題意識を持たせるためには，どのような教材・教具を工夫すればよいか。 

④ 生徒が，意欲的に活動するには，どのように学習過程や学習活動を工夫すればよいか。 

⑤ 生徒の思考を助け促すために，どのように教材・教具や発問を工夫すればよいか。 
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18．学習指導案の作成  

学習指導案は学習の目的を達成するために，どのような教材や教具を用いて，どのように授業を 
進めるかを構想し，教員の働きかけや予想される生徒の反応等を記述するものです。授業を行う場 
合は，作成した学習指導案を前日までに担当教諭に提出し，指導を受けるようにしましょう。 

 
((11))  学学習習指指導導案案のの項項目目とと形形式式例例  

学習指導案の形式及び内容には定型はないが，一般的には学習指導要領に基づいて，以下に示

す内容を記述します。 
 
１ 単元名  
 
２ 単元設定の理由    
 (1) 教材観 
 (2) 生徒観 
 (3) 指導観 
    
３ 単元の目標 

   
４ 単元の評価規準 
   
５ 単元の指導計画と評価計画 
 
６ 本時の学習指導 
 (1) 小単元名 
 (2) 指導目標 
 (3) 準備する教材・教具 
 (4) 本時の展開 
 (5) 板書計画 

 

学習指導案の形式（例） 

 
 冒頭部分・・・学習指導案のタイトルと日時，場所，対象，授業者（担当教諭）などを記載する。 
 

 

○○(科目名) 学習指導案 
 

日  時：〇〇○年○月○日 ○校時 
場  所：沖縄県立○○高等学校 ○○教室 
対  象：○年○組 ○人 
授 業 者：   ○○ ○○ 
担当教諭：教諭 ○○ ○○ 
教 科 書： 

 
１ 単元名   

あるまとまりを持った教育内容の単位の名称を書く。 
 

      ＊「単元」について，ひとつの完結性のあるまとまった学習経験を生徒に与える単位として， 
教科書の「章」や「節」を基準とする。 

２ 単元設定の理由        

教材観・生徒観・指導観を柱とした「単元設定の理由」を中心にして，単元全体の指導計画を作

授業観察等で生徒の実態が十分に把握できない場合

には，担当教諭や学級担任から生徒の実態に関する情

報を収集して実態の把握に努め，簡潔に記述する。 
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成する。 
  
 (1) 教材観 
   単元の目標を達成するために，扱う教材について，どのように理解し，価値づけているかを記 

述する。 
 
   ポイント  ○学習指導要領での目標と位置づけ（取りあげる教材の内容） 
                ○これまでに，この単元について，いつ，どのような内容で学んできたか 
                   （既習事項との関連） 
                ○これから先の学年でどのように扱われるのか（今後の展開） 
                ○この教材を取りあげる意義，生徒にとっての必要性，妥当性など 
 
 (2) 生徒観 

授業する学級の生徒の様子や身に付いている既習事項等を記述する（生徒の実態と教育的配慮

とを関連付けて）。 
 

ポイント ○単元に対しての生徒の実態 
                ○既習事項の定着度 
                ○生徒の興味・関心・意欲，教材に関する知識・技能の程度など 
 
 (3) 指導観 
   「教材観」「生徒観」を踏まえて，「生徒の実態に応じて，単元の内容をどう指導していくか」 

を記述する。 
 

ポイント ○指導や支援の力点 
                ○指導の形態，生徒の能力を伸ばす工夫や手立て 
                ○その他配慮事項 
 
３ 単元の目標 

  学習指導要領に示された単元の目標および内容を踏まえ，それに照らし合わせた生徒の実態や教 
材の意味などを考慮しながら，全体を見とおした総括的な目標を設定する。【指導者の視点】 

 

   ポイント 単元設定の理由のうち，特に「指導観」を端的な目標的記述でまとめ直したもの。 
 
４ 単元の評価規準 
    国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料が示す書式に 
倣い，「内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項」を表記する。 

  
     （例）物理基礎「物体の運動とエネルギー」の評価規準に盛り込むべき事項 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・日常生活や社会との関連を図 

りながら，物体の運動と様々な 

エネルギーについての基本的 

な概念や原理・法則などを理解 

しているとともに，科学的に探 

究するために必要な観察，実験 

などに関する基本操作や記録 

などの基本的な技能を身に付 

けている。 

・物体の運動と様々なエネルギ 

ーから問題を見いだし，見通し 

をもって観察，実験などを行 

い，得られた結果を分析して解 

釈し，表現するなど，科学的に 

探究している。 

・物体の運動と様々なエネルギ 

ーに主体的に関わり，見通しを 

もったり振り返ったりするな 

ど，科学的に探究しようとして 

いる。 

 
 
 
 
 
５ 単元の指導計画と評価計画 
  国立教育政策研究所が示す書式に習い，各時間における具体的な評価規準を表記する欄を設ける。 
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 単元の総括の資料とする場合は◎，しない場合は○とする。 
 
 （例）単元名「波」                    ◎指導に活かすとともに総括に用いる評価   ○指導に活かす

評価 
過

程 
時

間 学習内容 学習活動 本時の目標 
評価の観点 評価規準

 
評価方法

 

知 思 態   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 
 
 
 
 

波の現象 
 
 
 
 
 

・身近な波動現象

の例を想起する。 
・波動実験とばね

による波を観察す

る。 
・波の移動と振動

の様子を作図する

。 

・身近な波の現象

に関心をもち，波

の伝わり方につい

て理解することが

できる。 

  
 

 
○ 

身近な波に関す

る現象に主体的

に関わろうとし

ている 

行動観察 
ワークシート記

述内容の分析 
 
  

○ 
 
 
 
 

 
 
 

波の伝わり方に

ついての知識を

身に付けている

。 
 

 

２ 
 
 
 
 
 
 

波の伝わ

り方，波の

要素 
 
 
 
 
 

・波の伝わり方を 
作図する。 
・波の要素を考察

する。 
 
 
 
 

・波の要素及びそ

れらの関係を見い

だし，振動のグラ

フ（y-tグラフ）や

波形のグラフ（y-x

グラフ）を適切に

作図することがで

きる。 

 ◎ 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

波の要素及びそ

の関係を見いだ

し，振動のグラ

フ，波形のグラ

フを適切にかき

，科学的に判断

し表現している

。 
 
 
 

ワークシートの

記述内容の分析 
 
 
 
 
 

                  【生徒の立場】   【生徒の立場】         【生徒の立場】 
 

 
◎印の付いた評価規準：評価規準に照らして，「十分満足で
きる」状況（Ａ）か，「おおむね満足できる」状況（Ｂ）か
「努力を要する」状況（Ｃ）かを把握し，単元の総括の資料
とする。 
 
○印の付いた評価規準：評価規準に照らして，「おおむね満
足できる」状況（Ｂ）であるかどうかを中心に把握する。「
努力を要する」状況（Ｃ）になりそうな生徒に対して，適切
な働きかけや指導の手立てを行うことを特に重視したもの
で，単元の総括の資料とはしない。 

 
  ＊毎時の観点の評価は１～２程 

度に絞る 
 
  ＊必要ならば「使用する教材・教
  具の欄を設けてもよい。 
   （評価方法の欄に工夫して記載 

してもよい） 
 
 
 
 

 
 ＜参考＞ 「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料」国立教育政策研究所 
 
 「評価規準に盛り込むべき事項」は，新しい学習指導要領の各教科の目標，各科目の目標及び内
容，「改善通知」で示されている各教科の評価の観点及びその趣旨を踏まえて，科目の評価の観
点の趣旨を作成し，これらを基に内容のまとまりごとに作成している。 
 「評価規準の設定例」は，「評価規準に盛り込むべき事項」をより具体化したものであり，原則
として，新しい学習指導要領の各教科の目標，各科目の目標及び内容のほかに，当該部分の学習
指導要領解説（文部科学省刊行）の記述を基に作成している。 
 なお，「評価規準に盛り込むべき事項」及び「評価規準の設定例」は，評価の観点別に「おお
むね満足できる」状況を示すものである。したがって，この状況を実現していれば「おおむね満
足できる」状況であり，実現していなければ「努力を要する」状況となる。さらに，「おおむね
満足できる」状況と判断される生徒の学習状況について，質的な高まりや深まりをもっていると
判断されるとき，「十分満足できる」状況という評価になる。 
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６ 本時の学習指導 
 
 (1) 小単元名 

 指導計画で明示した小単元の名称や本時の主題を書く。 
  
 (2) 指導目標 
      単元の指導計画に基づき，本時の学習活動の目標を具体的に示す。 【生徒の立場】 

＊評価規準との整合を図る。 
    
   ＊本時の評価規準，評価方法，支援の具体的方法は本時の展開に示す。 
 

 
 ＊本時の評価規準の表は仮説の検証上どうしても必要であれば示す。ただし，単元の評価計 
画，本時の指導案と内容が重複するので気をつける。 

 
 
 
 
 
 

【評価の観点】 

評価規準 

判定の基準  
評価方法 
 

 
 
 
 
 
 

Ａ 
十分満足できる 

Ｂ 
おおむね満足できる 

Ｃ 
支援の具体的方法 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

     
 (3) 準備する教材・教具 
      本時で使用する教材や教具を具体的に記載する。 
 
 (4) 本時の展開 

   本時の学習指導展開について，生徒の活動，教師の指導・支援，留意事項，観点別評価，時間 
の配分などを時系列で表示する。 

 
①学習指導過程・・・ 導入    →     展開         → 終末（まとめ） 

              （ﾌﾟﾚﾃｽﾄ，課題提示） （実験前説，実験･測定，法則性）  （ﾎﾟｽﾄﾃｽﾄ等） 

②生徒の活動・・・生徒の学習活動を生徒主体で書く。「～を行う」「～を発表する」など 

③教師の活動・・・教師の指導過程を教師主体で書く。「～を示す」「～を問う」など 

また，生徒への支援や指導の留意等を書く。 

④学習形態・・・・一斉，グループ，ペア，個人など 

⑤準備・備考・・・学習活動に必要な教材やワークシート，授業における留意点等などを書く。 

⑥評価・・・・・・設定した観点別評価の規準とその評価方法を授業の流れに沿って明示する。 
 
 
 
   ＊本時の展開 （書式例） 

過程 
生徒の活動 

（学習活動） 教師の指導・支援 形態 
準備・備

考 
評価規準・方法 

導
入 

（ 

分
） 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

   本時の目標・ねらい  活動目標  問題提起 など 
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展
開 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

分
） 

 
～を記入する 

 ～を調べる 
 ～を確かめる 
 ～を考える 
 ～について話し 
合う 

 ～を発表する 
 ～を知る 
 ～を気づく 
 ～をまとめる 
 

 
 
 

 
 
 
 
一斉 
 
ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
 
ペア 
 
個人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
＊具体的な評価規 
準・評価方法を 
書く 

 
＊「Ｂ 概ね満足 
できる」と「Ａ

 十分に満足でき 
る」の両方の評 
価規準を示すこ 
と 

 
＊評価の観点を踏 
まえて書く 

 
＊単元の評価計画 
 や本時の目標と 
対応させる 

 

ま
と
め 

（ 

分
）

 
 
 
 

 
 
 
 

   

 
  
(5) 板書計画 

   板書は学習内容と学習過程の明確化，学習内容の振り返り・まとめなど，生徒にとって重要

な学習活動の材料である。授業を計画するとき，板書をどうするかも考え，板書イメージを練

ることが大切である。 

  【板書を行う際の留意点】 

   ①誤字・脱字に気をつける 

   ②白一色でなく，黄・赤・青を有効に使用し，授業内容のポイントが分かりやすいように色

彩良く板書する。（学校によっては「めあて」と「まとめ」は赤色で囲むなど，共通実践

を進めている場合があるので，確認をして，それに従うこと） 

   ③授業のプロセス，学習内容のポイント，効果などが整然と板書され，一目瞭然に分かるよ

うに工夫する。 

   ④板書したものは，頻繁に消したりしないようにする。消す場合は，生徒の理解状況やノー

トの書き取り状況を良く理解してから行うこと。 
 

＜参考資料＞ 

国立教育政策研究所 課題研究センター(2011,2012)『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料』 

岡山県総合教育センター(2013)『授業づくりの基礎・基本－学校全体で授業改善に取り組むために－』 

岡山県総合教育センター 学習指導案の形式（例） 

http://www.edu-ctr.pref. okayama.jp/gakkoushien/sidoan/index.htm 

 

○学習過程に沿って，指

導支援の意図，工夫手立

てなどについて具体的に

書く 
○学習活動と教師の指

導・支援との関わりを対

応させて書く 
○教材・教具・資料提示

の機会や方法 
○発問の内容や方法 
○予想される生徒の反応 
○「努力を要する」状況

（Ｃ）と判断される生徒

への具体的な支援方法 
○「十分に満足できる」

状況（Ａ）となるように

するための手立ての例を

記す 

   まとめ・振り返り など 
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19．授業研究会  

 

実習生は、教育実習期間中に研究授業を行わなければなりません。研究授業は、授業の質の向上を

目的として行われるもので、実習生は事前に告知した授業実習を実習校の教員、大学の実習担当教員

や所属ゼミの教員などの参観者に公開します。研究授業後には、授業研究会が開催され、実習生自身

の授業リフレクションや、参観者による指導・助言が行われます。 

 

(1) 研究授業の開催日を，実習校の指導教員と話し合い，早い段階で決める。 

 (2) 大学の教育実習担当及び所属ゼミの教員に研究授業の日程を連絡し，参観及び指導助言を依頼 

する。 

 (3) 授業研究会で指摘されたことを謙虚に受け止め，残りの教育実習に活かすようにする。 

 (4) 授業研究会における反省点や指導助言に関しては，実習記録簿にまとめておく。 

 

20．教育実習記録簿の記入上の留意点 

   実習期間中の日々の記録は，「実習事項・内容」と「所感・反省」に分けられます。 

 

 (1) 記入内容の例 

   ① 観察実習・参加実習についての感想を書く。 

  ② 教材研究，指導案作成について指導を受けたこと等を書く。 

  ③ 授業実習についての反省，評価に対して指導を受けたことを書く。 

  ④ 学級の生徒についての観察事項や感じたことを書く。 

  ⑤ 生徒指導等，学級活動上の指導とその反省を書く。 

  ⑥ 学校行事において，印象深かった事項の感想を書く。 

 (2) 記入方法・留意点 

  ① 一つか二つかの事項に絞って具体的に書く。 

② 記入する際は，字を丁寧に書くことを心がけ，鉛筆で下書きの上，黒のボールペンでなぞり， 

下書きを消して提出する。 

  ③ 誤字・脱字・送り仮名等には留意し，特に略字は書かないようにする。 

  ④ 論文体と話し言葉を混用せず，文体を統一する。また，俗語・絵文字・顔文字等のような表 

現は使わない。 

※ 担当教諭の押印漏れがないかを確認する。 

−21−



 

◎◎ 教教育育実実習習記記録録簿簿記記入入例例 

月   日  曜日 
 
今朝の気分は 
 

 

              

時 限 実  習  事  項  ・  内  容 

始 業 前 例）朝のホームルームの様子を観察した。 

１ ３年１組 国語 
観察実習 

「文章の形態を選択して書くには」の授業を参観した。 

２ 数学の教材研究 三平方の定理を説明するためのワークシートの準備・印刷 

３ ３年１組 数学 
授業実習 

図形を使って「三平方の定理」を証明する。 

４ 数学の教材研究 3 年 1 組で行った授業の反省と 3 年 3 組の授業実習の準備 

昼食・清掃 
休憩 昼食は 3 年 1 組で取った。清掃は教室を手伝った。 

５ ３年３組 数学 
授業実習 

図形を使って「三平方の定理」を証明する。 

６ 数学の教材研究 
「三平方の定理が成り立つ三角形はどんな三角形か」の授業 
の準備 

７ 授業リフレクション 担当教諭と今日の授業のリフレクションを行った。 

放 課 後 
部活動参加 

参加実習 
野球部の顧問の指導の下で，練習に参加し生徒に守備練習の
指導を行った。 

 
 
 
 
 
所 
 
感 
・ 
反 
 
省 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

※所感・反省は 10行以上書くこと 
 
授業実習実施時間 ２時間 観察実習実施時間 １時間 参加実習実施時間 １時間 

 

担当教諭の 
所  見 

 
○印   

４４  ――――  ３３  ――――  ２２  ――――  １１  

※「教育実習の手引き」の 20．「教育実習記録簿の記入上の留意点」の記入

内容の例を踏まえて記入する。 

 ① 観察実習，参加実習についての感想を書く。 

 ② 教材研究，指導案作成について指導を受けたこと等を書く。 

 ③ 授業実習についての反省，評価に対して指導を受けたことを書く。 

 ④ 学級の生徒についての観察事項や感じたことを書く。 

 ⑤ 生徒指導等，学級活動上の指導とその反省を書く。 

 ⑥ 学校行事において，印象深かった事項の感想を書く。 

 

担当教諭の押印漏れがないかを確認 
 

とても良い       とても悪い 
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各 教 科 に お け る 学 習 指 導 案  

〈 高 等 学 校 を 参 考 に 〉  
 

 

◆ 国 語  

◆ 地 理 総 合  

   ◆ 数 学  

   ◆ 外 国 語  

   ◆ 理 科 ( 生 物 )  

   ◆ 農 業  

 
 

※ 沖縄県立総合教育センター資料より 
 〈平成３０年改訂学習指導要領に基づく〉 
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